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JA茨城むつみのHPを
ご覧いただけます！
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Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
２
月
15
日
、
地
元
選
出
の
茨
城
県

議
会
議
員
へ
食
糧
安
全
保
障
強
化
と
医
療
提
供
体
制
に
か

か
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
が
農
林
水
産
業
や
厚
生

連
病
院
に
係
る
課
題
共
有
と
情
報
発
信
を
県
議
会
議
員
に

対
し
て
行
い
、
消
費
者
に
安
心
・
安
全
な
食
料
を
安
定
供

給
し
て
い
く
た
め
の
食
糧
安
全
保
障
強
化
と
厚
生
連
病
院

の
医
療
提
供
体
制
の
安
定
維
持
を
要
請
し
て
の
も
の
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
石
塚
組
合
長
は
「
３
月
か
ら
は
じ
ま
る
県
議

会
定
例
会
で
こ
の
課
題
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」と

要
請
書
を
地
元
の
県
議
会
議
員
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
要
請
書
を
受
け
取
っ
た
森
田
悦
男
県
議
は
「
食
料
安
全

保
障
に
つ
い
て
は
、
農
家
、
Ｊ
Ａ
も
我
々
と
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
ま
た
、高
橋
勝

則
県
議
は
「
茨
城
の
農
産
物
は
海
外
で
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
産
業
は
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

県
議
へ
食
糧
安
全
保
障
強
化
と

医
療
提
供
体
制
に
か
か
る

要
請
書
を
提
出

第１回ＪＡ茨城むつみグラウンドゴルフ大会開催！！

左から石塚組合長・高橋県議・小森谷監事

左から石塚組合長・森田県議・小森谷監事

　
茨
城
む
つ
み
は
３
月
２
日
、
境
町
ふ
れ

あ
い
の
里
公
園
で
第
１
回
年
金
友
の
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
当
会
員
１

７
３
名
が
参
加
し
、
32
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
８
ホ
ー
ル
×
４
コ
ー
ス
の
計
32
ホ
ー
ル

を
プ
レ
ー
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

当
会
場
で
は
、
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
茨
城
西
南
医
療

セ
ン
タ
ー
病
院
の
看
護
師
に
よ
る
健
康
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者
の
血
圧
の

測
定
や
健
康
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
レ
タ
ス
や
バ
ラ
が
配
ら
れ

地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
記
念
す
べ
き
初
め
て
の
大

会
に
出
場
で
き
て
嬉
し
い
、
と
て
も
盛
り

上
が
っ
た
の
で
来
年
は
も
っ
と
年
金
友
の

会
の
仲
間
を
増
や
し
て
参
加
し
た
い
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

おめでとうございます！

大会入賞者

▲参加者全員にバラやレタスをプレゼント ▲健康相談コーナー ▲プレーを楽しむ参加者

▲入賞者のみなさん ▲商品が全員に手渡されました！！

挨拶をする石塚組合長

優　
勝　

　
青
木　
　
登 

様
（
境
地
区
）

準
優
勝

　
鈴
木　
光
春 

様
（
境
地
区
）

３　
位

　
平
岡　
洋
一 

様
（
総
和
地
区
）

優　
勝

　
半
村　
幸
子 

様
（
境
地
区
）

準
優
勝

　
渡
辺
智
恵
子 

様
（
境
地
区
）

３　
位

　
青
木
す
み
子 

様
（
境
地
区
）

女
子
の
部

男
子
の
部
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Ｇ
Ｈ
評
価
員
試
験
に
３
名
が
合
格

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合
で
３
名
の
職
員
が
４
日
間
の
研
修
を
経
て
Ｇ
Ｈ

評
価
員
試
験
に
合
格
致
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合
管
内
で
は
こ

れ
で
６
名
の
職
員
が
有
資
格
者
と
な
り
、
営
農
経
済
渉
外
員
と
は
違
っ
た
目
線
で
組

合
員
に
貢
献
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ｈ
評
価
員
と
は
持
続
的
な
農
場
経
営
と
産
地
育
成
の
為
の
Ｇ
Ｈ
評
価
制
度
を
基

に
「
自
然
環
境
や
農
業
環
境
」「
農
業
に
携
わ
る
人
や
生
活
者
」「
農
産
物
や
食
品
」

な
ど
に
関
す
る
リ
ス
ク
低
減
を
評
価
し
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
人
材
で
農
場
評
価
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
に
興
味
の
あ
る
方
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

春
洋
菜
安
定
品
質
出
荷
へ　
統
一
目
揃
え
会

出荷規格統一へ向け意見交流を行った

ぬ
く
も
り
で
ひ
な
祭
り

　
３
月
２
日
、春
を
思
わ
せ
る
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
な
か「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ

く
も
り
」
で
は
利
用
者
と「
ひ
な
祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。
女
の
子
の
成
長
と
健
康

を
願
う
桃
の
節
句
を
前
に
、ぬ
く
も
り
の
ス
タ
ッ
フ
、利
用
者
の
皆
さ
ん
の
大
半
は
女

性
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
は
一
日「
女
の
子
の
日
」と
い
う
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
な
人
形
を
飾
り
、そ
の
前
で
実
物
の
大
き
さ
の
十
二
単
の
手
作
り
顔
出
し
パ
ネ
ル

を
用
意
し
ハ
ニ
カ
ミ
な
が
ら
も
お
内
裏
様・お
雛
様
に
な
っ
て
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

十二単の顔出しパネルで記念撮影

　
お
昼
は
桃
の
節
句
に
ち
な
ん
で
「
ち
ら
し

寿
司
」と「
桜
う
ど
ん
」を
堪
能
し
、午
後
は
お

や
つ
に
ヨ
モ
ギ
を
使
っ
た
草
餅
作
り
、
皆
さ

ん
思
い
思
い
の
大
き
さ
に
丸
め
草
餅
が
完
成

し
ま
し
た
。「
手
作
り
は
す
ご
く
お
い
し
い
」

「
久
し
ぶ
り
に
食
べ
た
」「
み
ん
な
と
食
べ
る

の
が
何
よ
り
お
い
し
い
」な
ど
、ひ
な
あ
ら
れ

を
つ
ま
み
、
甘
酒
や
梅
昆
布
茶
を
飲
み
な
が

ら
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
マ
ス
ク
が
外
せ
な
い
毎
日
で
す
が
、
今
日

は
終
始
笑
顔
が
絶
え
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
た
む
き
に
頑
張
っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の

こ
れ
か
ら
の
健
康
を
願
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
３
月
３
日
、
３

月
上
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
た
春
洋
菜
統
一
目
揃
え
会
を
、
境

町
に
あ
る
当
Ｊ
Ａ
の
第
一
集
荷
場
で
行
い
ま
し
た
。
指
定
市
場

や
関
係
機
関
、
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
員
ら
合
わ
せ
て
85
名
が

参
加
し
、
今
後
の
有
利
販
売
に
向
け
、
出
荷
規
格
を
統
一
し
ま

し
た
。

　
小
島
信
宏
部
会
長
は
「
い
よ
い
よ
春
野
菜
が
本
格
化
し
て
き

て
お
り
、
今
年
も
相
場
が
安
定
す
る
よ
う
し
っ
か
り
と
目
を
揃

え
、
生
産
者
全
員
で
品
質
を
統
一
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
同
地
区
の
春
洋
菜
の
出
荷
は
３
月
上
旬
か
ら
５
月
下
旬
。
レ

タ
ス
は
４
月
上
旬
、
サ
ニ
ー
、
カ
ー
ル
は
３
月
下
旬
に
出
荷
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

野
菜
生
産
部
会
連
合
総
会

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
野
菜
生
産
部
会
連
合

は
、
３
月
17
日
、
茨
城
む
つ
み
本
店
に
て
、

令
和
５
年
野
菜
生
産
部
会
連
合
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
関
係
機
関
、
部
会
員
、
合

わ
せ
て
47
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
野
菜
生
産
部
会
連
合

の
小
島
信
宏
部
長
は「
当
部
会
は
、個
人
で

は
な
く
部
会
と
い
う
団
体
で
出
荷
を
行
っ

て
い
る
。
そ
こ
を
強
み
に
し
て
有
利
販
売

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
や
次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を

審
議
し
、
全
議
案
が
可
決
決
定
さ
れ
、
新

役
員
は
以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
を
す
る
小
島
信
宏
部
長

▽
部　
　
長
＝
小
島
信
宏

▽
副
部
長
＝

野
久
男

▽
副
部
長
＝
青
木
博

▽
会　
　
計
＝
三
村
利
幸

▽
監
査
役
＝
粕
谷
政
輝

▽
監
査
役
＝
荒
川
桂
一

むつみだより３月号Ｐ４境地区
野菜生産部会総会の記事で、掲
載写真の誤りがありました。正
しくは左記の写真になります。
お詫びと訂正を申し上げます。

【お詫びと訂正】
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Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
和
地
区
園
芸
部
会
は
２
月
22
日
、
総
和
支
店
で
令
和
４
年
度
総
会
を

開
催
し
役
職
員
、
部
会
役
員
、
関
係
機
関
な
ど
64
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
和
地
区
園
芸
部
会
総
会

野部会長

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
猿
島
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
２
月
21
日
、
猿
島
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
で

令
和
４
年
度
総
会
を
開
催
し
坂
東
市
長
、
関
係
機
関
、
部
会
員
、
役
職
員
な
ど
22
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
同
部
会
の
木
村
好
男
部
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
落

ち
着
い
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
市
場
視
察
や
公
民
館
ま
つ
り
で
ト
マ
ト
の
販
売
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
今
年
は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
の
で
部
会
一
丸
と
な

っ
て
有
利
販
売
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
や
次

年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
、
全
議
案
が
可
決
決
定

さ
れ
、
新
役
員
は
以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
部
会
長
＝
青
木
博　
　
　
▽
副
部
会
長
＝
猪
瀬
敬
一

▽
副
部
会
長
＝
木
村
廣
志　
　
▽
会　
　
計
＝
細
野
照
夫

▽
監　
　
事
＝
小
久
保
良
三　
▽
監　
　
事
＝
青
木
謙
二

▽
委　
　
員
＝
鶴
巻
満

猿
島
地
区
野
菜
生
産
部
会
総
会

木村部会長

　
開
催
に
あ
た
り
、
同
部
会
の
野
久
男
部
会
長
が
「
１

年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
シ
ア
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
の
長
期
化
で
資
材
高
騰
等
の
様
々
な
問

題
が
あ
り
農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
年
と
な
っ
た
。
そ
の
中

で
も
今
年
度
は
部
会
員
と
力
を
合
わ
せ
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
や
次

年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
、
全
議
案
が
可
決
決
定

さ
れ
、
新
役
員
は
以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
部
会
長
＝

野
久
男　
▽
副
部
会
長
＝
因
泥
周
一
郎

▽
副
部
会
長
＝
落
合
陽
一　
▽
会　
　
計
＝
宇
都
木
孝
夫

▽
監
査
役
＝
宇
都
木
勝　
▽
監
査
役
＝
尾
花
茂

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
女
性
部
連
合
は
３
月
11
日
、茨
城
む
つ
み
本
店
に
て
、女
性
部
員
、
Ｊ
Ａ

役
職
員
ら
67
名
が
参
加
し
、
令
和
４
年
度
第
29
回
女
性
部
連
合
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
女
性
部
連
合
の
関
寿
美
子
部
長
は
「
時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
い
る
が
変

わ
ら
な
い
こ
と
は
女
性
パ
ワ
ー
で
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
女
性
部
で
出
来

る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
の
石
塚
組
合
長
が
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
（
役

員
改
選
）
ま
で
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
部　
長　
須
釜　
房
子
（
五
霞
地
区
）

　
副
部
長　
生
井
真
理
子
（
境
地
区
）

　
副
部
長　
秋
庭
み
ど
り
（
古
河
地
区
）

　
会　
計　
風
見
ゆ
か
り
（
三
和
地
区
）

　
監　
事　
舘
野　
雪
子
（
総
和
地
区
）

　
監　
事　
根
本　
智
子
（
猿
島
地
区
）

女
性
部
連
合
総
会
開
催

挨拶をする関部長

茶
生
産
部
会
総
会
を
開
催

　
茶
生
産
部
会
は
３
月
２
日
、
令
和
４
年
度
の
総
会
を
行
い
、
生
産
者
、
役
職
員
な
ど
約
20

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

宮
田
保
部
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
品
質
の
向
上
に
取
り
組
み
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
に
努
め
、
安
心
安
全
な
美
味
し
い
お
茶
を
作
っ
て
消
費
者
に
お
届
け
し
た
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
や

次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
、
全
議
案
が
可
決

決
定
さ
れ
、
新
役
員
は
以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
部
会
長
＝
野
口
公
輝　
▽
副
部
会
長
＝
野
村
和
徳

▽
副
部
会
長
＝
野
仲
孝
明　
▽
会　
　
計
＝
野
村
和
包

▽
会　
　
計
＝
花
水
理
夫　
▽
顧　
　
問
＝
宮
田
保

挨拶をする宮田保部会長



人事異動内示及び発令
新　所　属 新　役　職 氏　　名

営農部 部長（基幹センター長） 鈴木　久友
生活部 部長 男澤　通友
五霞支店 副審議役（金融渉外） 曽根　　博
五霞支店 次長調査役基幹支店長 知久　明人
三和支店 次長調査役営農経済専任管理者兼

三和地区営農センター長兼畜産課長 初澤　克典
境支店 次長調査役金融専任管理者 武井　尚規
金融部融資課 副調査役課長 落合由希恵
三和支店 副調査役（金融渉外） 吉田　直樹
営農部農産課 副調査役 工藤　紘嗣
五霞支店 副調査役共済専任管理者 新井　智洋
三和支店 副調査役金融専任管理者 白井　優太
三和支店 副調査役共済専任管理者 文狹　紀夫
三和支店 副調査役 佐野　大樹
総和配送センター 副調査役 山室　裕靖
総和支店 副調査役 近藤　　彩
古河支店 係長（共済渉外） 羽部　真一
古河支店 係長兼古河地区営農センター長 中村　　実
猿島中央支店 係長（経済渉外） 渡邊　康介
猿島中央支店 係長（経済渉外） 秋葉　貴之
三和配送センター 係長 鶴見　卓也
総和地区営農センター 係長 峯　　佳孝
営農部園芸課 主任 岩瀬　俊介
三和支店 主任 小澤　雄太
総務企画部総務企画課 主任 橋本　沙希
総務企画部リスク管理課 主任 稲垣　佑美
営農部農産課 主任兼五霞地区営農センター 竹内　賢哉
古河支店 主任（共済渉外） 峯　　成美
総和地区営農センター 主任 大熊　　亮
金融部融資課 主任（ローン渉外） 金久保祐輝
古河支店 主任（金融渉外） 阿久津　史
金融部金融推進課 主任 大野由布子
三和支店 主任 染谷　　慧
総和支店 主任（共済渉外） 小林　　功
境支店 主任 齊藤伊知郎
猿島地区営農センター 主任 螧原　　玲
営農部営農指導課 主任 鳴海　成樹
五霞配送センター 主任 大木　靖也
生活部葬祭課 係 小澤　宏之
道の駅ごか農産物直売所 係 石塚　夕菜
農産物直売所総和店 係 吉田　峻大

新　所　属 新　役　職 氏　　名
三和支店 係（経済渉外） 小和田　聖
境支店 係（経済渉外） 新井　皓大
生活部通所介護事業所 係 遠藤　美弥
総和支店 係 塚田　萌海
境支店 係（共済渉外） 古矢　菜桜
境支店 係 菊池　桃果
古河地区営農センター 係 一木　　健
総和支店 係（金融渉外） 鈴木　雅美
共済部共済課 試用 大塚　颯斗
総和支店 試用 諏訪　果彩
猿島中央支店 試用（経済渉外） 直井　隼世
経済部生活購買課 試用 栗田　真佑
五霞支店 試用 亀田　綺咲
猿島地区営農センター 試用 久保　琳加
境配送センター 試用 森　　聖圭
古河支店 試用 山谷　澪奈
総務企画部総務企画課 嘱託職員 塚本　浩通
総務企画部総務企画課 嘱託職員 石川　雅一
総務企画部総務企画課 嘱託職員 鈴木　秀城
三和支店 臨時職員 小林　澄江
農産物直売所総和店 臨時職員 間中　晴美
総和支店 臨時職員 佐々木裕子
境支店 臨時職員 大関　由紀
ガス事業所兼三和支店 臨時職員 市村由美子
病院売店 臨時職員 関口奈津希
経済部農業推進課 臨時職員 和田　希望
三和支店 臨時職員 関　　会理
道の駅ごか農産物直売所 臨時職員 秋庭　京子
境配送センター 臨時職員 齊藤　陽子
農機車両センター 臨時職員 根本　智子
猿島中央支店 臨時職員（金融渉外） 橋本さやか
農産物直売所総和店 臨時職員 増田美枝子
境支店 臨時職員（金融渉外） 糸井　光恵
ガス事業所 臨時職員 和田　正弘
境配送センター 臨時職員 斉木　正夫
猿島中央支店 臨時職員 片井美沙子
古河支店 臨時職員（経済渉外） 野口　敏之
総務企画部総務企画課 臨時職員 青木　文雄
三和配送センター 臨時職員 矢島真奈美
営農部園芸課 臨時職員 安田　勝臣
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令
和
５
年
２
月
27
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
５
年
１
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
令
和
４
年
度
決
算
の
自
己
査
定
結
果
及
び
償
却・引
当
結
果
に
つ
い
て

４
）
令
和
４
年
度
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

５
）
将
来
５
ヵ
年
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
成
り
行
き
・
改
善
対
策
後
）

　
及
び
農
業
者
の
所
得
貢
献
効
果
額（
想
定
）の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

６
）
信
用
事
業
に
か
か
る
２
０
２
２
年
度
事
務
指
導
実
績
及
び
２
０
２
３

　
年
度
事
務
指
導
計
画
に
つ
い
て

７
）
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

８
）
令
和
４
年
度 
下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

９
）
令
和
４
年
度 
内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告
書
に
つ
い
て

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
兼
個
人

　
情
報
保
護
計
画
及
び
内
部
統
制
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
営
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
税
効
果
会
計
に
お
け
る
将
来
の
課
税
所
得（
一
時
差
異
等
加

　
減
算
前
）の
見
積
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
３
ヵ
年
計
画（
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
）兼
自

　
己
改
革
工
程
表
の
見
直
し
に
つ
い
て（
案
）

第
５
号
議
案
　
不
良
債
権
の
処
理
の
方
針
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て（
案
）

第
６
号
議
案
　
会
計
監
査
人
の
報
酬
等
に
つ
い
て（
案
）

第
７
号
議
案
　
本
年
度
の
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
に
つ
い
て（
案
）

第
８
号
議
案
　
本
年
度
の
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て（
案
）

第
９
号
議
案
　
本
年
度
の
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て（
案
）

第
10
号
議
案
　
税
効
果
会
計
調
整
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て（
案
）

令
和
５
年
２
月
27
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
４
年
度
下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

２
）
令
和
４
年
度
内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告
書
に
つ
い
て

３
）
Ｊ
Ａ
３
ヶ
年
計
画
兼
自
己
改
革
工
程
表
の
進
捗
に
つ
い
て（
内
部
監
査
）

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
会
計
監
査
人
再
任
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
３
ヶ
年
計
画
兼
自
己
改
革
工
程
表
の
進
捗
に
つ
い
て

　（
監
事
会
）（
案
）

第
１
回
監
事
会
だ
よ
り

第
１
回
理
事
会
だ
よ
り

⬇タテのカギ
二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1
2
3
4
6
9
11
13

15
17
19

唱歌『花』に歌われている川
写真などを撮影するための施設
ラクダやアルパカに似たアンデス地方の動物
クジラより小さめです
４月なのに冷えるなあ、ーの戻りかな
書類の何も書かれていない部分
新１年生の皆さん、ごーおめでとう！
爬虫（はちゅう）類は変温動物、哺乳類はー
動物
1、3、5、7、9……
日本人の主食です
船を着けます

2
5
7
8
10
12
14
16
18
20

21

➡ヨコのカギ
野球のＢＳＯのＳ
敵ではありません
正しい答えに付けるマーク
遠くて近きはのー仲
シオマネキもこの仲間です
得意なもの。漢字で書くと十八番
体温計を挟みます
空弁（そらべん）が売られている所
田畑を耕す道具の一つ
ギリシャ文字の最後の字。Ω、ωと書き
ます
選抜高等学校野球大会の会場です

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
、ど
れ

　
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  
総
務
企
画
課
　
行

404060363

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
４
月
30
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　第348号の答えは、「ユキオロシ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
● 田山　浩子 ● 木村　　功 ● 秋田　忠司
● 藤木　薫彦 ● 小林真由美 ● 関　　直美

当
選
者

１．開催日時：令和５年４月３日㈪～令和５年５月26日㈮まで
　　　　　　　（土日祭日を除く午前８時30分～午後５時00分）
２．特別価格：当用価格の２円引き（200L以上）
　　　　　　　200L未満は1円引き
３．油　　種：軽油
４．お問合せ注文先：燃料配送センター
　　　　　　　　　（電話：0280-87-1317）

組合員各位

春期「燃料油」
応援キャンペーンのお知らせ
　拝啓　陽春の候、皆様におかれましては益々ご健勝のことと
お慶び申しあげます。平素は当農協各事業に対し格別のご配慮
を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、今年度春の農繁期に合わせ燃料油キャンペーンを企画
いたしました。これを機会により多くの皆様にご利用いただき、
組合員の所得増大を微力ながら応援させていただきたいと思い
ます。
　つきましては、下記のとおり、春期「燃料油」応援キャンペ
ーンを開催いたしますので、ぜひこの期間にご注文いただきま
すよう宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

記

２月号の答え
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ユ キ オ ロ シ

材　料
・お好みのパン…………………………1個
・レタス…………………………………適量
・トマト…………………………………1/2個
・ピーマン………………………………少々
・玉ねぎ…………………………………1/4個
・ベーコン………………………………4～5枚
・バター…………………………………適量
・シーザードレッシング………………少々
・ブラックペッパー……………………少々

①野菜をサンドできるようにパンを半分にカットします。
②レタスは適度な大きさに、トマト、玉ねぎ、ピーマンは薄くスライスします。
③ベーコンを焼き、焦げ目がついたらブラックペッパーをふりかけます。
④パンにバターを少し塗り、レタス、トマト、シーザードレッシング、玉ねぎ、ピーマン、ベーコンの順番にサンド
　して出来上がりです。

【作り方】【作り方】
提供者

境地区営農センター
野口さん

野菜たっぷ
り

サンドイッ
チ野菜たっぷ
り

サンドイッ
チ野菜たっぷ
り

サンドイッ
チ

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

6 ＪＡ茨城むつみ　４月号



材　料
・お好みのパン…………………………1個
・レタス…………………………………適量
・トマト…………………………………1/2個
・ピーマン………………………………少々
・玉ねぎ…………………………………1/4個
・ベーコン………………………………4～5枚
・バター…………………………………適量
・シーザードレッシング………………少々
・ブラックペッパー……………………少々

①野菜をサンドできるようにパンを半分にカットします。
②レタスは適度な大きさに、トマト、玉ねぎ、ピーマンは薄くスライスします。
③ベーコンを焼き、焦げ目がついたらブラックペッパーをふりかけます。
④パンにバターを少し塗り、レタス、トマト、シーザードレッシング、玉ねぎ、ピーマン、ベーコンの順番にサンド
　して出来上がりです。

【作り方】【作り方】
提供者

境地区営農センター
野口さん

野菜たっぷ
り

サンドイッ
チ野菜たっぷ
り

サンドイッ
チ野菜たっぷ
り

サンドイッ
チ

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
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